
業種 企
業 

品種 品質 サイズ 

カット 
フルーツ
メーカー 

H社 ふじが多いが、サン津
軽、早生ふじ。皮むき
なら王林や黄王も可 

皮つき規格：小売で袋詰めで売られる品質。 
皮なし規格：表皮は関係ない。斜頸果は使いづらい。 

普通(32-46
玉)、給食用
(40玉) 

I社 ふじ、シナノ3兄弟、つ
がる 

糖度10度以上だがあくまで目安。 
さび、変形、色が悪くても良いが、鳥害や虫害等は問題。 
斜頸果は扱いにくい。 

40玉 

J社 ふじが多い 生食用の一番下のランク。 
基本的には摺れがあったり、サイズが多き過ぎるB品を使う。 
B品が不足する年は、A品も使用する。 

用途によって
様々 

カット 
りんご 
メーカー 

K社 様々な品種 缶詰・加工用の上物で、糖度12度以上。 
小玉であったり色に青みがあっても良い。 
落果したものや未熟果、極端に小さい、虫が食べている、
両班が大きい、ぶつけた等は問題。 

特になし 

L社 様々な品種 病害虫や極端な傷がないもので、鮮度が良くて硬いもの。
小玉であったり、着色が十分でなくても良い。 
カット用は、生果用とジュース用の品質の中間に位置する。 

40-46玉 

M
社 

ふじ 色がついていない、形が悪い、少し酸味があるといった特
徴をもつ加工用りんごを農協から調達し、自社センサーで
選果して糖度高めのものを活用。 

特になし 

N社 ふじ、しなのスイート、
しなのゴールド等 

傷がついていたり、雹害、日焼け、青みがあっても、良い。 
中身にダメージさえなければ良い。 

28-50玉 

付表１ 各社の用いる原料りんごの品質 

出典：聞き取り調査より筆者作成。 



業種 企
業 

調達チャネル(調達割合) 

カット 
フルーツ
メーカー 

H
社 農協(50%)、青森県の生産者グループ(50%)、市場(残り少し) 

I社 長野県の契約農家、農協、市場(95%)(ただし契約農家が大半)、 
長野県産以外のりんごを市場から(5%) 

J社 I社(ほぼ100%)、一部輸入りんごを使用する際に、商社経由で輸入 
カット 
りんご
メーカー 

K
社 農協(59%)、経営者所有の農園(25%)、商系業者(10%)、農家(6%) 

L社 農家(76%)、農協・商系業者(24%) 
M
社 農協(80-90%)、商系業者(10%)、農家(少し) 

N
社 農協(市場荷受会社、仲卸会社経由)(60%)、輸入商社(30%)、商系業者(10%) 

注：なお表は、2013年度の調達割合。また農協や商系業者から調達する加工メーカーで、卸売市場を経由しているの 
   はN社だけであった。 
出典：聞き取り調査より筆者作成。 

付表２ 各社の原料りんご調達チャネル 



出典：聞き取り調査及び『日経MJ』(2015年3月30日付)より筆者作成。 

付表３ カットりんごメーカー等における事業展開の意向 
企業 事業展開の意向 
J社 生産能力の拡大を検討中。 
K社 衛生面の対応を取って、取引企業を拡大する。 
L社 特になし。 
M社 現状の工場は実験工場であるため、規模拡大を模索する。具体的には、加工を効率

的に行えるよう、直線的なラインとする。また多様なサイズのリンゴを同時に加工で
きるよう、サイズ別のラインを構築する。 

P社 消費地近くに工場を検討中。 



企業 衛生面 運送費 その他 
K社 従業員の研修・教育が重要 嗜好品なので、品質が悪けれ

ば手に取ってもらえない 
L社 取引先拡大のために重要 小口発送なので高い 労賃がかかる 
M社 微生物管理が難しい 小口発送なので高い 皮や種の処理、活用法 
N社 安定した原料調達 

大規模製造を可能とする機
会開発 

付表４ カットりんごメーカーの課題 

註：聞き取り調査より筆者作成。 
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